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（事例紹介 l

展示会場（丸ビル1F) 

文
化
庁
で
は
、

A
S
E
A
N
諸
国
在
京
大
使
館
と

と
も
に
、
三
月
一

0
日
（
月
）

1
-
六
日
（
日
）
ま

で
、
東
京
・
丸
ビ
ル
に
お
い
て
、
「
日
本

A
S
E
A
N

交
流
年
二
〇
〇
―
―
-
」
を
記
念
し
た
『
国
際
ア
ニ
メ
，

マ
ン
ガ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
の
三
月
一

0
日
（
月
）
に
、
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
1
越
境
す
る
〔
個
性
〕
と
〔
未
来
〕
（
ー
」
と
題
し

た
基
調
対
談
を
、
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
を
手
が
け

た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
の
富
野
由
愁
季
氏
と
日
本

の
ア
ニ
メ
文
化
に
詳
し
い
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
教
授

の
ス
ー
ザ
ン

e
]
・
ネ
イ
ピ
ア
氏
を
招
い
て
開
催
し

た
ほ
か
、
日
本
や

A
S
E
A
N
諸
国
の
ア
ニ
メ
＇
マ

ン
ガ
に
造
詣
が
深
い
著
名
入
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
一
一
日
（
火
）
に
は
、

A
S
E
A
N
諸

国
か
ら
招
へ
い
し
た
文
化
行
政
官
お
よ
び
ア
ニ
メ
，
マ

ン
ガ
作
家
、
編
集
者
や

A
S
E
A
N
諸
国
を
は
じ
め
と

す
る
各
国
の
在
京
大
使
館
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、
日

本
の
ア
ニ
メ
と
マ
ン
ガ
の
発
展
史
や
産
業
と
し
て
の
広

が
り
に
つ
い
て
の
「
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
で
あ
る
丸
ビ
ル
の
展
示
空
間
で
は
a‘

吹
き
抜

け
に
三
つ
の
大
塑
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
憧
し
、

A
S
O
E

A
N
の
文
化
、
風
景
、
マ
ン
ガ
を
各
国
ご
と
に
編
集

し
た
映
像
を
最
新
技
術
で
投
影
し
た
ほ
か
、
日
本
や

A
S
E
A
N
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
三
〇
克
を
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
放
映
す
る
と
と
も
に
、
マ
ン
ガ
原
酉

一
四
一
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
め
っ
た

に
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

A
S
E
A
N
の
作
家

の
作
品
に
足
を
止
め
見
入
る
光
景
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

来
場
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
約
八
五

0
人
の
聴
衆
が
詰
め

か
け
た
ほ
か
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
も
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
．
い
ま
や
日
本
の
現
代
文

化
の
代
名
詞
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ア
ニ
メ
・

マ
ン
ガ
が
、

A
S
E
A
N
諸
国
に
与
え
た
影
響
力
と
、

A
S
E
A
N
諸
国
に
お
け
る
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の
発

展
を
知
る
非
常
に
貴
電
な
機
会
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、

世
罪
で
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
文
化
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
の
を
認
識
し
、
日
本
が
抵
界
を
主
辱
す
る
立
場
に

あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
と
い
っ
た
身
近
な
テ
ー

マ
を
通
じ
た
文
化
交
流
を
揺
進
す
る
こ
と
で
、
柑
互

文
化
の
理
解
の
促
進
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

基調講演
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